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満足度の不確実性に着目した旅行者の行動シミュレーターの開発
Development of Tourist's Behavior Simulator Focusing on Uncertainty of Satisfaction

沼田 祥太朗＊
Shota ro NUMADA

*地域計画学レジリエンス計画研究室（指導教員：奥村誠教授）

観光地の持続可能な発展のためには，訪れた旅行者の満足度を高め，再訪・紹介に繋げることが
有効である．旅行行動の満足度は，計画段階では想定できない不確実性を持ち，さらに先行活動の
影響を受けるため，複雑で定量的な評価が難しい．本研究では旅行行動の不確実性を持つ満足度の
蓄積過程を定式化したうえで，それを考盧した意思決定過程モデルを作成し，旅行者の行動シミュ
レーターを開発した．
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1． はじめに

人口減少に伴い日本の国内旅行市場は苦境を強いら
れており，各観光地が新たな旅行者を獲得し続けるこ
とは難しい．これからの時代では，一度訪れた旅行者
から派生する，再訪や紹介といった持続的な需要の掘
り起こしが必要である．再訪・紹介意向には，旅行者
の満足度の向上が影響する!)ため，旅行者がどのよう
な行動を取り，どれだけの満足度を得るのかを定量的

に評価することが求められる．

旅行行動の満足度は，当日の観光地の活気や雰囲
気，活動体験への感想など，事前に想定できない不確
実性の影響を受けるとともに，その結果が後続の活動
にも影響を及ぼす．この複雑なプロセスを実際に調査
して把握することも容易ではない．
本研究は，旅行周遊行動における複雑な満足度の蓄

積過程を踏まえた旅行者の行動シミュレーターを開発

する．このとき，今後時代が進むにつれて変容する意
思決定過程に対応して現状と理想の二つの行動モデル
を想定する．

2．本研究のアプローチ
近年情報化が進み，個人が場所や時間を選ばずに観

光地の情報取得・情報発信をしやすくなったことで，
より主体的・個性的な旅行が増えつつある．これから

先，時代が進むにつれ，旅行者は周遊行動中に逐次，
先行活動の結果と自身の好みに応じて最良と考える行
動を再選択するようになると考えられる．観光周遊行
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動の既往研究では，先行活動の影響の重要性を指摘し
ている2)ものの，先行活動の不確実性を伴う結果が，
後続の行動選択に与える影響は考察されていない．以
上を踏まえ，不確実性を持つ活動の結果が後続行動の
選択に与える影響を考盧する行動シミュレーターを開
発する．周遊行動は時空間平面上の折れ線で表し，将
来の行動の評価にう°リズムを用いる．（図1）

3．旅行周遊行動から得られる効用の定式化
行動選択を定量的に表現するため，確率効用理論に

基づき，効用の概念を用いる．行動は，滞在して行う

活動と移動から構成される．各活動は活動内容・活動

場所・活動種類・開始時刻・終了時刻・確定効用の6
項目の属性を持つ．移動は効用を発生せず確定効用を
Oとおく．個人れは活動種類別に選好を持つ．

暇＝ " α r α ＋ 〈 3 （ 1 ）
"3 =RBH"+Eq （2）
U" = ZqEB" ""                    (3)
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式(1)で，畷は個人抑の活動αに対する確定効用，〃αは
活動αの時間あたりの効用,Tαは活動αの所要時間，鰯
は個人れの活動αに対する選好を表す．式(2)は個人が
実際に活動から得る効用U"が，活動αに先行する個人7’
の行動履歴B:に基づく補正項のRB3と，実際に行動し
たことで初めて確定する活動αの確率効用どαの影響を
受けて定まることを表す．式(3)は個人九が旅行周遊行
動全体から得る総効用"7zが各活動の効用の総和によっ
て与えられることを示す．

RBM = nbEB2恥,α （4）

恥,q = Cb(b)#g(q)(1 + gb) exp{一α(t; - t:)} + 1    (5)
式(2)の補正項RB2は式(4) (5)で表せ，恥,αは先行活動b
による活動αの補正係数,  cb(b),9(Q)は先行活動bの種類
9 (6)と後続活動αの種類9 (q)により定まる活動種類間
の影響力，gbは先行活動bの確率効用, (t; - t:)は先行
活動bの終了から活動αの開始までの経過時間 αは減
衰定数である．すなわち，先行活動は活動の結果確定
した不確実性を加えた上で活動種類間の影響力に比例
して次の活動に影響を及ぼし，その影響力は時間経過
につれ小さくなると考える．

4．行動シミュレーターの概要
本研究では「旅行者は各時点において，先行活動の

結果と将来取りそうな活動を両方考慮しつつ，今から
取る行動とその終了時刻を逐次選択し実行する」と行
動仮説を置く．先行活動の結果は，活動を終えてどう
感じたかという計画段階では知りえない要素を含み，
その影響を受けて計画の変更を含めた意思決定を行う
旅行者は各時点での意思決定過程を経て，選択した

行動を実行し，時空間平面上の現在点を更新する．行
動シミュレーターは以上の過程を起点から終点まで繰
り返す様子を計算機上で模擬する．意思決定において
は，現状と理想の二種類のモデルを想定し，それぞれ
プリズム制約，組合せ最適化を用いて計算する．
また，現状と理想の二種類の意思決定過程モデルを

それぞれプリズム制約，組合せ最適化を用いて作成す
る．これらは行動仮説における「将来取りそうな活
動」の評価方法に違いがあり，前者はある程度効用の
高い活動に絞ってざっくりと評価するのに対し，後者
は将来取りうる全ての活動を評価し，各活動への時間
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表1各時代を比較した統計値

配分も計算した上で最適な行動を厳密に計算する．
5．シミュレーターの性能確認
提案した行動シミュレーターが，旅行者の行動特性

を再現できることを確認する．過去の旅行行動を表現
するシミュレーターを作成し，それを加えた3パター
ンについて，100人分の行動をシミュレートして比較
した(表1)．時代が進むにつれ総効用平均値が上昇し
ており，旅行者が効用を高めるために逐次行動選択を
行うことを表現できている．

6．シミュレーターを用いた旅行者の効用の分析
a)活動選択肢の種類数,b )不確実性のばらつき,c )

活動種類間の影響力 の3つのパラメータを変化さ
せ，加えて，計画段階の行動を変更しない場合と可能

な場合の旅行者が得る総効用の分布を図2に示す．こ
れより，選択肢の多さと活動種類間の影響力の強さが
総効用の上昇につながることから，これらを強化する
施策が求められることが分かった．
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図 2 総 効 用 と人数のヒストグラム
7．終わりに
本研究では，旅行者が活動で得る満足度は不確実性

を持ち，その連鎖によって逐次的に行動選択を行うと
いう論理に基づき，効用を定量的に評価する手法を構
築した．また，旅行者は不確実性を受けてより効用を
高める行動を選択する傾向を持つことを示した．
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過 去 現状 理想
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